
北九州工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 比較言語学特論（前期）
科目基礎情報
科目番号 0098 科目区分 一般 / 選択
授業形態 単位の種別と単位数 履修単位: 1

開設学科 生産デザイン工学科（知能ロボットシステムコ
ース） 対象学年 4

開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 プリント配布（参考書は授業内で示す）
担当教員 豊田 圭子
到達目標
１、日本語（共通語・方言・古語）・外国語について積極的に関心を持つことができる。
２、必要な情報を収集・整理し、的確に文章にまとめることができる。
３、相手の意見を理解・要約し、建設的かつ論理的に自らの考えを構築できる。
４、社会で使用される言葉を広く習得し、それらを適切に用い、社会的コミュニケーションとして実践できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
日本語（共通語・方言・古語）・
外国語について積極的に関心を持
ち、読書習慣を持つ。

日本語（共通語・方言・古語）・
外国語について関心を持つことが
できる。

日本語（共通語・方言・古語）・
外国語について関心を持つことが
できない。

評価項目2
必要な情報を収集・整理し、的確
に文章にまとめ、要点を押さえた
資料作成ができる。

必要な情報を収集・整理し、的確
に文章にまとめることができる。

必要な情報を収集・整理ができず
、文章にまとめることができない
。

評価項目3
相手の意見を理解・要約し、建設
的かつ論理的に自らの考えを構築
できる。

相手の意見を理解・要約し、それ
に対する自らの考えを構築できる
。

相手の意見を理解ができず、それ
に対する自らの考えを構築できな
い。

評価項目4
社会で使用される言葉を広く習得
し、それらを実践する社会的コミ
ュニケーションの場で相手と意思
疎通ができる。

社会で使用される言葉を習得し、
それらを適切に用い、社会的コミ
ュニケーションとして実践できる
。

社会で使用される言葉を習得でき
ず、それらを適切に用いることが
できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
実践的技術者に必要な言語コミュニケーション能力の向上を図ることを目的とする。「興味を持つ」「疑問を持つ」「
問題意識を持つ」の3点を常に心がける姿勢を養う。授業では、共通語と方言・古語・諸外国語との比較・対照を通して
母語を学び、関心を高める。また、資料を調査し、文章でまとめ、口頭発表を行うなどして、文章表現能力・プレゼン
テーション能力を養う。

授業の進め方・方法
日本語に関するテキスト、論文などを読み、日本語研究のこと、方言のこと、古語のこと、外国語との対照などについ
て考えていく。
授業後には、毎回リアクションペーパー（発表の際は発表者への質問用紙）の提出を行う。
受講者は全員テキストを読み、学習内容・発表内容について意見・感想を述べる。

注意点 配布するプリント類を整理すること。文献調査を丁寧にすること。他の人の発表に積極的に関わり意見交換を行うこと
。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業の概要を知る。文献の調べ方、引用の仕方、参考
文献の書き方等を理解する。

2週 共通語と方言（１）
方言研究のあり方を知り、自分たちが使用する方言に
ついていくつかの語例を用い、共通語との違いを説明
できる。

3週 共通語と方言（２）
方言研究のあり方を知り、自分たちが使用する方言に
ついていくつかの語例を用い、共通語との違いを説明
できる。

4週 日本語と外国語（１）
日本語と外国語（英語・中国語など）とで、指し示す
内容が異なる場合があることなど、語例を用いて説明
できる。

5週 日本語と外国語（２） 日本語と外国語（英語・中国語など）とで、言い回し
等の表現における共通点・相違点等を説明できる。

6週 現代語と古語（１）
古語において現代語と同じ言葉でも異なる意味を持つ
ものがあることをいくつかの語例を用いて説明できる
。

7週 現代語と古語（２） 語例をあげ、古語から現代語にどのように変わってき
たか（史的変遷）の説明ができる。

8週 中間試験 １～８週の学習内容を網羅した試験を実施し、知識の
定着を図る。

2ndQ

9週 演習・発表・質疑応答
調査して得られた結論を発表する。聞き手を意識した
発表ができる。
聞き手は建設的な意見を口頭・質問用紙で述べること
ができる。

10週 演習・発表・質疑応答
調査して得られた結論を発表する。聞き手を意識した
発表ができる。
聞き手は建設的な意見を口頭・質問用紙で述べること
ができる。



11週 演習・発表・質疑応答
調査して得られた結論を発表する。聞き手を意識した
発表ができる。
聞き手は建設的な意見を口頭・質問用紙で述べること
ができる。

12週 演習・発表・質疑応答
調査して得られた結論を発表する。聞き手を意識した
発表ができる。
聞き手は建設的な意見を口頭・質問用紙で述べること
ができる。

13週 演習・発表・質疑応答
調査して得られた結論を発表する。聞き手を意識した
発表ができる。
聞き手は建設的な意見を口頭・質問用紙で述べること
ができる。

14週 演習・発表・質疑応答
調査して得られた結論を発表する。聞き手を意識した
発表ができる。
聞き手は建設的な意見を口頭・質問用紙で述べること
ができる。

15週 まとめ
発表を踏まえたレポート（3000～4000字程度）を書
くことができる。
論旨を明確にし、相手に伝わる文章を書くことができ
る。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 演習・レポート 合計
総合評価割合 40 60 0 0 0 0 100
基礎的能力 40 60 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


